
設計研究グループ：多重安全分科会活動報告 

 

１．研究の背景 

 本分科会は、処分場の安全性確保の必要性を受けて、多重安全の概念を定義し、そのゴ－

ルを『処分場の多重安全システムの構築』及びその展開方法のまとめとした。 
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３．研究の目的 

最終処分場の安全性確保には、様々な考え方がこれまでにもあげられているが、処分場の

安全性を『一義的ではなく多重（多様）による安全』という考え方にたち処分場のあるべき

姿を検討することとした。 

ここで、「安全の考え方が多岐にわたり、住民へ安心を与えるのが多重安全である」とい

う考え方（テーマ発案）をスタートに、最終処分場での多重安全システムの構築を検討し、

展開することとした。 

 最終処分場の多重安全は、設計で考えられる処分場構造での事前対策、鉛直遮水工などに

よる事後対策などのバックアップ機能によるハード面からみた研究、ならびに住民への信頼

性向上のあり方を得るためのソフト面からみた研究などを行うこととし、最終的には、多重

安全システムを構築し展開することを目的とした。 

 

４．研究の内容 

当分科会の研究内容は以下のとおり。 

① 多重（多様）安全の定義 
② 処分場の計画－設計－施工－供用－閉鎖－跡地利用までの各段階での    
多重安全に関する検討 

③ 住民へ安心を与える多重安全に関する検討 
④ 不安要素連関図（ソフト面）のまとめ 
⑤ 段階的安全策から予防・事後対策（ハード面）のまとめ 
⑥ バックアップ機能及びメンテナンス機能（ハード面）のまとめ 
⑦ ケーススタディの事前検討 
⑧ 多重安全システムの検討 
⑨ 住民の立場で考えた場合の処分場に対する不安要素（地下水、景観等、全６項目）
について、組合などの担当者が住民に対して、わかりやすくコンパクトに説明できる

資料の作成 

⑩ 処分場の保険について保険会社担当者へのヒアリングによる検討 
 

 



５．研究成果 

多重安全システムを取り入れた最終処分場とは、機能補完性（ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ機能）および保全

性（ﾒﾝﾃﾅﾝｽ機能）を有し、地下水

汚染などの周辺環境への悪影響を

及ぼさない処分場であり、また、

計画～設計～施工～供用～閉鎖～

跡地利用のすべての段階で第３者

に対して情報公開性において透明

で人間信頼性の高い処分場である。                                

処分場の計画－設計－施工－

供用－閉鎖－跡地利用までの各段        図１ 多重安全の概念 

階での多重安全を考えた場合、どの段階で、何に対して手が打てるかということがポイント

となる。事前に打てる＜予防策＞と、不具合発生後の＜事後策＞を各施設ごとにまとめた。

これらの項目それぞれについて不安要素連関図を見直し、その中から特に重要となる不安項

目（質問項目）としていくつかを選定し、それらの不安項目に対して、わかりやすくコンパ

クトに説明できる資料の作成を行った。 

 

６．まとめ 

多重安全システムとして、その処分場に適したいくつかの安全策を組み入れることは可能

である。しかしながら、過度の安全策をもとめていくことは、費用対効果の面でも無理が生

じ、また際限のない安全探求の迷路に踏み込みかねない。実際の処分場建設にあたっては、

その立地条件、地域住民の意向などを踏まえ、特に重要な事項について多重安全に資する対

策を採用することが望ましい。 
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図２ 多重安全システム（左）とその成果としての参考資料例（右） 
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